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胆道１４巻１号２３～2８（2000） ２３：２３

〔第35回曰本胆道学会記録〕

特別講演

胆道癌治療成績からみた胆道癌治療の実態

永川宅和'）萱原正都2）

表１胆道獅登録症例
はじめに

症例切除例 治癒切除例

１，８００

（37.7％）

１，４６７

（30.4％）

１，１１７

（78.5％）

４，３８４

（39.7％）

胆道癌はその部位によって外科手術法が異なる

ため，本邦のみならず全世界でも術式の選択につ

いて多くの問題を残している．外科治療の観点か

らすると，胆道癌は胆嚢癌，上部･肝門部胆管癌，

中・下部胆管癌，乳頭部癌に分けられるが，この

ように分けても，なおそれらの治療法選択は複雑

である．

曰本胆道外科研究会では，これらの問題を解決

するため，1981年胆道の部位を可及的合理的に

設定し，部位別に進展度を決める胆道癌取扱い規

約を制定した．その後，これらに小改訂が３回加

えられ，今曰に至っている')．胆道癌登録事業も

1987年より行われ，１０年間にわたって作業が行

われたその登録症例は11,030例に達したが，こ

の１０年間，筆者らはこの任にあたってきた

本稿では，これらの登録症例を分析しながら，

本邦における胆道癌治療の問題点をあげたい．な

お，５年生存率はKaplan-Meier法で算出した

登録症例の概要

本邦の胆道癌取扱い規約では，胆道を胆誕，胆

管，乳頭の３部位に分け，部位別に進展度を規定

している．この１０年間に登録された胆道癌は

11,030例で，部位別にみると，胆嚢癌4,774例，

胆管癌4,833例，乳頭部癌1,423例である．これ

胆鍵癌

胆管癌

乳頭部癌

３，３２８

(69.7％）

３，２４０

(67.0％）

１，２９８

(912％）

4,774

4,833

1,423

計

1988～1997年

表２直接（術後１カ月内）死亡例

I直接死亡例 切除例

3,328例胆漉柵 41例

胆管蝿

上部・肝門部胆管砺

中・下部胆管癌

79例

42例

３４例

3,240例

1,414例＊

1,631例＊

乳頭部欄 １７例 1,298例

*原発部位同定不能につき検討数減

らのうち，切除例をみると，表１のごとくで，全

体では71.3％が切除され，39.7％が治癒切除と

なっている部位別に切除率，治癒切除率をみる

と，それぞれ，胆褒癌では69.7％と37.7％，胆管

癌では67.0％と30.4％，乳頭部癌では91.2％と

785％で，胆鍵癌や胆管癌では切除例のうち約
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図３乳頭部砺の予後（数値は５年生存率） 図４黄疸の年次的推移

50％が組織学的非治癒切除となっている．

これら症例の手術による直接（術後１カ月内）

死亡例は表２のごとくで，これを率でみると，胆

嚢癌１２％，胆管癌全体では2.4％，上部･肝門部

胆管癌3.0％，中・下部胆管癌2.1％，乳頭部癌

1.3％で,上部･肝門部胆管癌の死亡率が高かった

部位別に５年生存率を不明370例を除いてみる

と，胆嚢癌では切除例で42％，非切除例で２％，

胆管癌では切除例で26％，非切除例で１％，乳頭

部癌では切除例で51％，非切除例で8％の５年生
存を示した（図１，２，３１

さらに，切除の内容を|日規約にのっとり絶対治

癒切除，相対治癒切除，相対非治癒切除，絶対非
治癒切除に分けてみると，それぞれ，胆褒癌では

１，３６７例（４７．５％)，３１５例（１０．９％)，３９４例

(13.7％)，801例（27.8％）で，上部･肝門部胆管
癌では，333例（26.5％)，８９例（7.1％)，305例
(24.3％)，528例（42.1％)，中・下部胆管癌では

758例(50.2％)，168例(11.1％)，270例(17.9％)，
313例（20.8％)，乳頭部癌では909例（74.5％)，

184例（15.1％)，６４例（5.2％)，６３例（5.2％）

と，乳頭部癌の治癒切除が高いのに対し，上部・

肝門部胆管癌の治癒切除は低かった

登録症例の年次的推移

この１０年間に,年間1,000例から1,200例の症

例が登録されたが，これら症例の年次的な特徴を

みるため，その推移を黄疸の有無で検討したこ

の１０年間で有黄疸率は，胆嚢癌で25％から２０％

に,胆管癌で72％から６０％に,乳頭部癌で55％か

ら４０％に減じており，とくに胆管癌や乳頭部癌の

下降が明らかであった（図４)．

つぎに，切除例のStageを年次的にみると，こ

の１０年間で,StageＩの症例が胆嚢癌や胆管癌で

はやや増加した程度であったが，とくに乳頭部癌

では２０％から３５％と明らかに増加していた

StageIVの症例では，胆嚢癌や乳頭部癌がほとん

ど変わりのない切除率であったのに対し，胆管癌
では４０％から３０％に減じていた．










